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2024年 1月 19日  

（IMDSモデルオフィス Nextでの公開は 2024年 2月 21日、本番での公開は 2024年

3月 20日です。） 

IMDS Release 14.3 情報  

(重要：以下の機能拡張は、 Advanced Interface(AI)フォーマットのアップデートは必

要ありません。） 

 
 
 

1. 材料のソース：材料分類 7.1に対するバイオベースの含有を許可  

  

材料分類 7.1のリリースしていない材料および新規作成されたすべての材料について、

材料のソースでバイオベース材料の割合として入力できるようになります。 リリース

14.3以前は、無機材料の割合としてしか入力できませんでした。 

材料分類 7.1の計算とユーザーインターフェースは、メカニカルリサイクルとバイオベ

ースの両方が可能な他の材料分類（材料分類 5.xなど）と同じように動作します。 

既にリリースされている材料分類 7.1の材料については、バイオベース材料は含まれて

いないものとみなされます。これらの材料については、バイオベースの割合は「0%」

と表示されます。 

 

 

2. データシートレポート：新しい送信先情報の項目  

  

承認されたデータシートについて作成された PDFレポートの最初のページにあるヘッ

ダー「1.2 プロダクト ID」の下にある送信先情報固有の情報は、以下のフィールドも

含むように拡張されます： 

- 図面番号 

- 図面作成日 

- 設計変更番号 

これらの項目は、送信先企業の「視点」から自社のデータシートのレポートを作成す

る際にも使用できます。 
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3. データシートツリー検索：新しい検索タイプ  

  

各モジュール/データシートの構成情報画面で利用可能なツリー検索ダイアログは、以

前はWhere-Used分析画面でのみ利用可能であった以下の検索タイプもカバーするよ

うに拡張されます： 

- 材料分類 

- 化学物質 

- 化学物質リスト 

- 化学物質グループ 

- GADSL/SVHCカテゴリ 

- 機密扱い物質 

 

 
 

各検索タイプの具体的な条件は、Where-Used分析 で提供されるものと同じです。例

えば、"化学物質 "の検索では、特定の化学物質を検索・選択するためのルックアップ 

ダイアログが提供され、GADSL/SVHCカテゴリの検索では、異なる GADSLおよび

SVHCカテゴリに対して 3つのオプションが提供されます。（他の検索タイプでは、

異なる追加条件が表示されます）： 
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Where-Used分析の結果リストからデータシートを開くと、同じパラメータで自動的

にツリー検索が開始されます。こうすることで、データシートを開いた後、検索条件

に一致する最初の参照が自動的に選択されます。 

 

 

 

4. データシート分析：材料分類の表示  

 
各モジュール/データシートの分析画面は、材料の分析時に材料分類も表示するように

拡張されます。 

 
 

 

 

5. ポリマー材料のウィザード：難燃剤と可塑剤の新しいオプション  

 
材料分類 5.1.xの材料の材料記号を作成するためのウィザードダイアログは、難燃剤お

よび/または可塑剤のコードを選択できるように拡張されます。 

この目的のために、既存の 2 つのチェックボックス "可塑剤 ISO 1043-3（オプション）

"と "難燃剤 ISO 1043-4（オプション）"はドロップダウンメニューに置き換えられます。

これらのメニューは、選択するコードを提供します。 

- 可塑剤コードの例：ODP、PO、TCF、TCP、TOPM 

- 難燃剤コードの例：10、16、18、20、23 

これらのドロップダウンメニューのいずれかを選択すると、それに応じて材料記号が

変更されます。リリース 14.3以前では、チェックボックスを選択すると材料記号に "P 

"または "FR "が追加されましたが、ドロップダウンメニューでコードを選択すると、

そのコードも追加されます。例えば、可塑剤として "DBP"、難燃剤として "52 "を選択

すると、材料記号に "P(DBP) FR(52) "が追加されます。 

デフォルトでは、どちらのドロップダウンメニューでも何も選択されていないため、

リリース 14.3以前の未選択のチェックボックスと同じ材料記号になります。 
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6. データシートコピー：参照バージョンを更新するダイアログ  

 
データシートをコピーする際や新しいバージョンを作成する際に、モジュールやデー

タシートへの参照が自動的に最新バージョンに置き換えられることはありません。そ

の代わりにダイアログが表示され、更新する参照と保持する参照を選択することがで

きます。 

デフォルトでは、すべての参照が最新バージョンに更新されるようになっています。 

このダイアログは、データシートの検索結果のコンテキストメニューなどから、手動

でデータシートをコピーする場合にのみ表示されます。「データシートの更新」画面

を使って新しいバージョンを作成する場合には表示されません。 

 

 
 

7. データシートチェック：トップレベルのサプライヤーとデータシートを

表示  

 
各モジュール/データシートのチェック結果には、影響を受けるデータシートの最上位

の ID/バージョンとサプライヤーが含まれるようになります： 

 
これは、表示された問題が存在しない更新バージョンを依頼するために、それぞれの

サプライヤーを迅速に特定するのに役立ちます。 
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8. データシートチェック：メカニカルリサイクルの入力範囲のみをチェッ

ク  

 
メカニカルリサイクル率の範囲が 20%を超えるチェックは、入力された値のみを考慮

するように変更されます。 

リリース 14.0で詳細なリサイクル率情報が導入される前に作成されたデータシートで

は、入力されたプレコンシューマとポストコンシューマのメカニカルリサイクル率の

合計の範囲が 20%を超える場合、メッセージが表示されます。 

 
リリース 14.0以降に入力されたリサイクル情報については、ダイアログに入力された

範囲が 20％を超える場合にのみメッセージが表示されます。算出されたメカニカルリ

サイクルの合計部分はチェックされなくなります。 

 

 


